




































































































































































































































































































































の 1，新古典派モデル 1．行動主義者モデル??小 2．ゲーム・アプローチ 2．進化型モデル
決 3．取引コスト・アプローチ （ネルソン・ウインター型モデル）
定??
（適応的合理性） （主観的合理性）???
大
1，ミーゼスの市場分析
Q．ハイエク・カーズナー型市場過
1．オーストリア・ラディカル・アプ
@ローチ
荷 程分析 （シャックル，ラックマン型市場??
過程分析）
　この表は，主体の置かれた状況の出口が確定的か否かと，主体が適切な意
思決定を行う場合の負荷能力の大小を基準に，四つの合理性に分類されてい
る。そして，それぞれの合理性の下に，一応のモデルを分類しているが，必
ずしもラトシスのように，状況主義モデル対行動主義者モデルと戴然と区別
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できるとは考えていない。例えば，一般均衡モデルには，「ワルラスのセリ
人」のように行動のパターンがプログラムされた主体が併存しているよう
に，ハイエク・カーズナーやシュムペーターの市場分析にも，「純粋企業家」
や「企業家」のように特定の機能を遂行するようにプログラムされた主体が
想定されている。また，行動主義者アプローチの進化型モデルでは，通常は
プログラムされた行動を繰り返すが，純粋にランダムな行動選択を行う
ミュータントが含まれている。モデルを作動させるには，対極をなすタイプ
の行動主体を，いつも必要とするのかもしれない。
　もう一点注意したいのは，Langlois＆Csontosが合理性の「薄い」（thin）
概念と「厚い」（thick）概念の区別を，完全競争の厳格な条件の下での最大化
行動か否かで区別しているが（ibid．，　p．120），ここではそのような基準をとら
ない。彼らによると手続的合理性は，全て「厚いJ概念になるが，あまりに
も一般的すぎるように思う。ここでは意思決定過程における「自由意志」や
「裁量の余地」を重視したので，主体の理性的判断の負荷能力を分類基準と
した。筆者の判断では，最大化基準の合理性も手続的合理性も，適切な解を
見いだす上でのその負荷は，ともに小さいと言えよう。
　次に，各カテゴリーのモデルの主な特徴を要約して，この小論のまとめと
したい。
　①最大化基準のモデルは，最適解を見いだす状況は確定的で，その計算コ
ストもかからないと想定するから（取引費用アプローチは例外），モデルは
確定的で，解はワン・ショットの選択で得られる。基本的に無時間の静学分
析である。これ以外のモデルは，ワン・ショットで最適解を得られないの
で，何らかの意味でフィードバック・ループを備えた逐次決定の動学モデル
となる。
　②手続的合理性の中の行動主義者モデルは，状況が複雑で主体の理性的判
断の負荷能力が小さいと想定するから，意思決定プロセスを，その変更手続
きを含めて，特定化する。
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　進化型モデルは，特定タイフ．の意思決定にランダムな揺らぎと選別の
フィードバック・メカニズムを加えたモデルである。むろん，両者の折衷
で，意思決定プロセスそのものに揺らぎを加えた進化型モデルも，有力な選
択肢となるだろう。
　③ミーゼス・ハイェク・カーズナー型の市場過程分析は，均衡点の存在を
認める点で，単一出ロモデルである。
　これに対して，シャックル・ラックマンのラディカル・アプローチは，均
衡の存在を認めない点で，いっそう複雑である。ただし，これらの論点を明
らかにするには，オーストリア学派が時間をどのように認識し，不確実性を
どのように捉えようとしているかを論じなければならないので，別の機会に
ゆずりたい。
　最後に，最大化基準のモデルと適応的合理性のモデル間で，イデオロギー
の対立が最も先鋭化する点を指摘しておきたい。というのも，両者の間では
出口が同じであるが故に，分析の重点が百八十度相違しなければならないか
らである。新古典派は均衡点と効率性の比較静学分析，およびそれに関連し
た制度の設計を重視するのに対して，オーストリア学派は，市場過程におけ
る自由な選択，経験による学習，および市場過程の中から自生的に生じてく
るルールの尊重が，市場の作用の効率化にとって本質的に重要であると見な
している。
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